
船舶事故調査報告書 

令和７年２月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年５月５日 １４時３０分ごろ 

発生場所 群馬県千代田町の利根川 

 秦
はた

四等三角点から真方位０２９°８９０ｍ付近 

 （概位 北緯３６°１２.７′ 東経１３９°２５.５′） 

事故の概要  水上オートバイTAIGAJET
タイガージェット

は、北西進中、また、水上オートバイ盟斗
め い と

は、漂泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和６年６月１８日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 水上オートバイ TAIGAJET、０.２トン 

   ２３２－４０７２２栃木、個人所有 

Ｂ 水上オートバイ 盟斗、０.２トン 

   ２４０－６４４８１群馬、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、特殊小型 

Ｂ 船長Ｂ、特殊小型 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 負傷 ２人（船長Ｂ、同乗者） 

 損傷 Ａ 船首部船底に割損 

Ｂ シートに破損 

 気象・水象 気象：天気 晴れ、風向 東南東、風速 約３m/s、視界 良好 

水象：川面 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、友人である船長Ｂが操縦するＢ

船及びもう１隻の水上オートバイ（以下「Ｃ船」という。）と共に遊

走する目的で、千代田町赤岩渡船場を出発し、利根川の上流に向けて

北西進した。 

 船長Ａは、Ａ船の船首方５０ｍ付近に、Ｂ船とＣ船が共に船首を南

西方に向け、Ｃ船、Ｂ船の順に縦列になって漂泊しているのを認めた

ので、２隻と合流しようと、Ｂ船及びＣ船の左舷側を通過してＣ船の

船首方でＡ船を停船させようと思った。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 衝突の状況概要 

 

 Ａ船は、Ｂ船とＣ船が漂泊を続け動かないと思い、両船の手前で一

旦停船することなく、１５～２０km/h の対地速力で北西進した後、ハ

ンドルを左に切ろうとした。 

Ａ船は、船長Ａが、自船が左転しようとする方向に遊走を開始した

Ｃ船を認め、衝突の危険を感じ、とっさにハンドルを右に切ったとこ

ろ、Ａ船の船首船底部がＢ船の左舷側面部に衝突して、Ｂ船を左舷側

から乗り切った。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、知人（以下「同乗者Ｂ」とい

う。）１人を後部座席に乗せ、Ａ船及びＣ船と共に遊走する目的で、

赤岩渡船場を出発した後、船長Ｂが同乗者Ｂと操縦を交替しようとし

て、主機を停止して船首を南西方に向けて漂泊を開始した。 

 船長Ｂは、左舷方からＢ船に向かって接近するＡ船を認めたもの

の、衝突を避ける措置を採ることができないまま、Ｂ船とＡ船とが衝

突した。 

（図１ 参照） 

 船長Ｂ及び同乗者Ｂは、知人の水上オートバイに救助され、上陸

後、知人が手配した救急車で病院に搬送され、医師により、左助
ろっ

骨骨

折等とそれぞれ診断された。 

 船長Ｂは、操縦を交替しようと、席の移動に意識を向けていて周囲

を見ていなかったので、接近するＡ船に直前まで気付かなかった。 

分析  Ａ船は、北西進中、Ｂ船及びＣ船が船首を南西方に向けて縦列に漂

泊中、船長Ａが、Ｂ船及びＣ船の手前で、急に右旋回しようとしたこ

とから、Ｂ船を避航することができず、前方で漂泊しているＢ船と衝

突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、主機を停止して漂泊中、船長Ｂが操縦交替のための席の移

動に意識を向け、Ａ船の動静を直前まで見ていなかったことから、Ａ

船を避航することができず、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

Ｃ船 

Ｂ船 

Ａ船 

船長が実際にとった進路 

船長が意図した進路 



原因  本事故は、Ａ船が北西進中、Ｂ船及びＣ船が船首を南西方に向けて

縦列に漂泊中、船長Ａが、Ｂ船及びＣ船の手前で、急に右旋回しよう

としたため、Ｂ船を避航することができず、また、船長Ｂが、席の移

動に意識を向け、Ａ船の動静を直前まで見ていなかったため、Ａ船を

避航することができず、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・水上オートバイの船長は、漂泊する他船が急に発進する場合があ

るので、他船の動静監視を行い、一旦停船するなど、安全に配慮

した操縦を心掛けること。 

 ・水上オートバイの船長は、他船に接近する場合、事前に声を掛け

て操船の意思疎通を図ってから接近すること。 

 ・水上オートバイの船長は、漂泊中であっても、他船が接近してく

る可能性を考慮し、全周にわたって見張りを行い、余裕がある時

機に衝突を避けるための措置を採ること。 

 ・水上オートバイの船長は、漂泊中に同乗者と交替する際、全周に

わたって見張りを行い、他船が接近してきていないことを確認し

てから余裕をもって実行すること。 

 


